
 
今回は、第１４回 全国高校生歴史フォーラムの報告です。 

◇ ２作品が優秀賞、そのうち１作品が当時の発表で学長賞を受賞しました！                           

日 程： ２０２０年１１月１４日（土） 場 所： 奈良大学 

参加者： 地域研究部 自然科学部 

受賞作： 

 ・「ナッツ割りから考える７００万年の人類史」 学長賞・優秀賞 

           地域研究部・自然科学部合同チーム（アントロポス研究会） 

 ・「応永年間、関鍛冶に何が起こったか」 優秀賞  地域研究部 

 

◇ 全国高校生歴史フォーラムと関高校の取り組み                           

 全国高校生歴史フォーラム（地歴甲子園）は、歴史・地理・文学などの研究に関する全国最

大規模のコンクールです。奈良大学及び奈良県の主催で行われ、今年度は１１４編の研究作

品の中から上位５編が優秀賞、さらに５編が佳作に選ばれました。今回、関高生の作品は、

優秀賞に２編が選ばれました。１１月１４日、上位５編による発表会が行われた結果、本校

チームが学長賞に選ばれました。 

 関高校地域研究部では、一昨年度（学長賞）、昨年度（佳作）、今年度（学長賞、優秀賞２）

と、３年連続入賞を果たしています。今後も地域の歴史を丹念に掘り起こし、学術面で成果

を挙げると同時に、地域及び全国に学びの成果を発信していく予定です。 

当日の様子 
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